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（公　印　省　略）
ガス栓の施工等について（お知らせ）

前略　去る3月17日（月）に平成２５年度第２回液石法ワーキンググループ委員会を開催し、ガス栓の施工や火気の問題等を協議しましたので、次のとおりお知らせいたします。

草々

記

１．ガス栓の施工について
元止め式湯沸器と機器接続ガス栓を直結し、上流側に配管用フレキ管を使用する場合。
高圧ガス保安協会発行の「青本」では、元止め式湯沸器を設置する場合、ガス栓の種類区分に機器接続ガス栓を含めておらず、推奨する接続方法としておりません。
一方、日本エルピーガス供給機器工業会は、この方法でも可としています。
このように、同じ機器（元止め式湯沸器）の取付けでありながら、食い違う見解が示されていましたが、日本エルピーガス供給機器工業会では、他の法律等との整合性を図る上から平成26年４月１日以降「青本」に記載されている方法に内容を統一することになりました。
この状況を踏まえ、当液石法ワーキンググループ委員会では、変更後の取扱いについて検討を行い、次のとおり意見の集約を図りましたのでお知らせいたします。
（１）元止め式湯沸器は、可とう管ガス栓に金属フレキシブルホース又は燃焼器用ホースを接続具として使用し、ねじ接続を行う。
よって、元止め式湯沸器に機器接続ガス栓を接続し、配管用フレキ管での施工方法
は不可と判断する。
（２）上記の（１）で、不可と判断された設備については、すみやかに改善する。
　ただし、保安調査の際は、改善指摘の対象としない。
２．供給機器等の期限について
調整器及び高・低圧ホースの期限管理については、解釈がまちまちであったため、今回、次のとおり統一いたしました。
○　年月をもって管理する。日から起算して何年で取替え。（製造月の翌月の１日から
起算して何年での交換。）
３．その他
当日は、火気の問題として、「自動車」を火気から除外する方向で、県消防保安課に要望しましたが結論は出ませんでした。ただ、県の係長から「文書で要望があれば前向きに検討する。」との発言がありましたので、今後、要望書を提出します。
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